
 
 

東京大学柏の葉キャンパス駅前サテライト施設の使用に関する内規  

 

平成２６年４月２４日 

総  長   裁   定  

改正 令和２年３月１２日 

 

（ 趣 旨 ）   

第 １ 条  こ の 内 規 は 、 東京大学柏の葉キャンパス駅前サテライト規 則 （ 以 下

「 サ テ ラ イ ト 規 則 」と い う 。）第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ き 、東 京 大 学 柏

の葉キャンパス駅前サテライト（ 以 下 「 サ テ ラ イ ト 」 と い う 。 ） の 施 設 の

使 用 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る 。   

 

 

（ 使 用 の 申 請 ）   

第 ２ 条  サ テ ラ イ ト の 施 設 の 使 用 を 希 望 す る 者 は 、 別 に 定 め る 申 請 書 を 審

査 委 員 会 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 審 査 委 員 会 ）   

第 ３ 条  管 理 運 営 責 任 者 は 、 前 条 に 規 定 す る 使 用 の 申 請 の 承 認 に あ た り 、

審 査 委 員 会 を 設 置 す る も の と す る 。  

２  審 査 委 員 会 の 委 員 は 、 本 学 の 教 職 員 の う ち か ら 管 理 運 営 責 任 者 が 指 名

す る 。  

３  審 査 委 員 会 は 、 サ テ ラ イ ト 規 則 第 ２ 条 に 規 定 す る サ テ ラ イ ト の 目 的 等

を 総 合 的 に 勘 案 し 、 使 用 申 請 の 適 否 を 審 査 し 、 そ の 結 果 を 管 理 運 営 責 任

者 に 報 告 す る も の と す る 。  

 

（ 使 用 承 認 の 取 消 し ）   

第 ４ 条  管 理 運 営 責 任 者 は 、使 用 を 承 認 さ れ た 者（ 以 下「 使 用 者 」と い う 。）

が こ の 要 領 又 は 承 認 さ れ た 条 件 に 違 反 し た 場 合 に は 、 そ の 使 用 の 承 認 を

取 り 消 し 、 又 は そ の 使 用 を 中 止 さ せ る こ と が で き る 。  

２  前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 管 理 運 営 責 任 者 は 本 学 に お い て 特 別 の 必

要 が 生 じ た 場 合 又 は サ テ ラ イ ト の 運 営 上 特 に 必 要 が あ る 場 合 は 、 使 用 承

認 を 変 更 し 、 又 は 取 り 消 す こ と が で き る 。  

 

（ 使 用 期 間 等 ）   

第 ５ 条  サ テ ラ イ ト の 施 設 を 使 用 で き る 期 間 は 、５年以内とする。ただし、管 理

運 営 責 任 者 は 、 審 査 委 員 会 が 適 当 と 認 め た 場 合 は 、 ５ 年 の 範 囲 内 で 使 用

期 間 を 延 長 す る こ と が で き る 。  

２  使 用 者 は 、 承 認 さ れ た 使 用 期 間 を 変 更 し 、 又 は そ の 使 用 を 中 止 し よ う

と す る と き は 、 管 理 運 営 責 任 者 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

３  使 用 者 は 、 使 用 を 中 止 す る と き 又 は 承 認 さ れ た 使 用 期 間 が 満 了 し た と

き に は 、 既 に 使 用 し て い る 施 設 を 原 状 に 回 復 し た 上 で 明 け 渡 さ な け れ ば



 
 

な ら な い 。  

 

（使用料） 

第６条 使用者は、管理運営責任者が別に定める施設の使用料及び共益費を指定

する期日までに納付しなければならない。ただし、審査委員会が特に認めた場合は、

使用料を減免することができる。 

 

（ 使 用 上 の 義 務 ）   

第 ７ 条  使 用 者 は 、 サ テ ラ イ ト の 施 設 を 使 用 す る に あ た っ て は 、 常 に 善 良

な 管 理 者 の 注 意 を も っ て 使 用 し な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 損 害 賠 償 ）  

第 ８ 条  使 用 者 が 、 故 意 又 は 過 失 に よ り サ テ ラ イ ト の 建 物 、 施 設 及 び 備 品

を 損 傷 し 、 又 は 滅 失 し 、 若 し く は 承 認 さ れ た 条 件 に 違 反 し た こ と に よ り

損 害 を 与 え た と き は 、 使 用 者 は こ れ を 原 状 に 回 復 し 、 又 は 当 該 損 害 の 額

に 相 当 す る 金 額 を 賠 償 し な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 遵 守 事 項 ）  

第 ９ 条  使 用 者 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 厳 守 し な け れ ば な ら な い 。  

（ １ ） 承 認 さ れ た 目 的 以 外 の 用 途 に 使 用 し な い こ と 。  

（ ２ ） 一 部 又 は 全 部 を 問 わ ず 、 第 三 者 に 転 貸 又 は 賃 借 権 を 譲 渡 し て は な

ら な い こ と 。  

（ ３ ） 施 設 使 用 に か か る 水 道 光 熱 費 及 び 通 信 費 等 は 、 使 用 者 が 負 担 す る

こ と 。  

（ ４ ）研 究 の 遂 行 上 、や む を 得 ず 、施 設 等 に 大 幅 な 変 更 を 加 え る と き は 、

事 前 に 管 理 運 営 責 任 者 の 承 認 を 得 な け れ ば な ら な い こ と 。  

（ ５ ） 前 号 に 規 定 す る 変 更 に か か る 費 用 及 び 現 状 に 回 復 す る 費 用 は 、 使

用 者 が 負 担 す る こ と 。  

（ ６ ） そ の 他 管 理 運 営 責 任 者 の 指 示 に 従 う こ と 。  

 

（ 学 外 者 の 使 用 ）  

第 １ ０ 条  本 学 以 外 の 者 が サ テ ラ イ ト の 施 設 を 使 用 す る 場 合 の 取 扱 い に つ

い て は 、こ の 内 規 に 定 め る も の の ほ か 、「 東 京 大 学 固 定 資 産（ 不 動 産 ）貸

付 取 扱 要 領 」 及 び 本 学 の 関 係 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ る も の と す る 。  

 

（ 補 則 ）   

第 １ １ 条  こ の 内 規 に 定 め る も の の ほ か 、 サ テ ラ イ ト の 施 設 の 使 用 に 関 し

必 要 な 事 項 は 、 管 理 運 営 責 任 者 が 別 に 定 め る 。  

 

附  則  

 この裁定は、平成２６年４月２４日から実施し、平成２５年１２月２５日から

適用する。 



 
 

   附  則  

 この裁定は、令和２年４月１日から実施する。 

 


